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陽
春
の
候
、
小
倉
工
業
高
校
北
辰
会
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
益
々
ご
健
勝
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
二
十
八
年
度
の
人
事
異
動
に
よ
り
ま

し
て
、
四
月
一
日
付
け
に
て
小
山
繁
教
頭
先

生
（
本
年
度
よ
り
若
松
高
校
校
長
）
の
後
任

と
し
て
、
福
岡
工
業
高
校
（
定
時
制
）
よ
り

転
任
し
て
参
り
ま
し
た
。
石
津
勝
幸
と
申
し

ま
す
。
教
科
は
工
業
、
福
津
市
に
居
を
構
え

て
お
り
ま
す
。
福
岡
工
業
の
前
は
、
長
ら

く
戸
畑
工
業
高
校
で
教
鞭
を
と
っ
て
お
り
ま

し
た
。
こ
の
度
ご
縁
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、

百
十
七
周
年
の
栄
え
あ
る
歴
史
と
伝
統
を
誇

り
、
日
本
一
の
工
業
高
校
を
目
指
す
本
校
に

赴
任
し
、
そ
の
重
責
に
身
の
引
き
締
ま
る
思

い
で
お
り
ま
す
。

　

倉
工
生
と
初
め
て
の
対
面
と
な
っ
た
新
転

任
式
・
始
業
式
で
の
生
徒
の
落
ち
着
い
た
所

作
は
、
多
く
の
卒
業
生
の
方
々
や
諸
先
輩
方

が
築
か
れ
た
伝
統
の
素
晴
ら
し
さ
と
重
さ
を

感
じ
る
も
の
で
し
た
。
ま
た
、
翌
日
の
入
学

式
は
、
粛
然
と
し
た
雰
囲
気
の
中
に
も
、
吹

奏
楽
部
の
華
や
か
で
、
そ
し
て
心
温
ま
る
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
中
で
挙
行
さ
れ
、
多
く
の

学
校
の
中
か
ら
倉
工
を
選
ん
で
良
か
っ
た
と

い
う
新
入
生
や
保
護
者
の
思
い
や
、「
真
理

探
究
」「
質
実
剛
健
」「
勤
労
努
力
」
の
校

訓
の
も
と
、
新
入
生
が
本
校
の
輝
か
し
い
伝

統
を
受
け
継
ぎ
、
将
来
日
本
の
未
来
を
担
い

リ
ー
ド
す
る
若
者
に
成
長
し
て
い
く
姿
を
確

信
い
た
し
ま
し
た
。
翌
週
か
ら
は
、
先
輩
に

よ
る
新
入
生
指
導
が
始
ま
り
ま
し
た
。
声
を

か
ら
し
な
が
ら
倉
工
生
と
い
う
自
信
と
誇
り

を
持
ち
、
全
力
で
後
輩
を
指
導
す
る
先
輩
の

姿
、
そ
の
指
導
に
挫
け
そ
う
に
な
り
な
が
ら

も
歯
を
食
い
し
ば
っ
て
く
ら
い
つ
き
、
応
え

よ
う
と
す
る
新
入
生
の
姿
、
そ
こ
に
は
男
子

女
子
と
い
う
区
別
は
存
在
せ
ず
、
一
日
も
早

く
「
倉
工
生
」
に
な
っ
て
ほ
し
い
、
な
り
た

い
と
い
う
純
粋
で
一
心
不
乱
な
姿
が
あ
る
だ

け
で
、
た
だ
た
だ
感
動
す
る
し
か
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

さ
て
、
今
日
、
こ
れ
か
ら
の
未
来
を
予
想

す
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
な
時
代
に
な
っ
て

き
て
お
り
ま
す
。
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や

科
学
技
術
、
と
り
わ
け
情
報
通
信
技
術
の
発

展
は
目
覚
ま
し
く
、
し
か
も
そ
の
ス
ピ
ー
ド

は
想
定
よ
り
は
る
か
に
速
い
も
の
で
、
日
本

の
国
際
社
会
と
の
競
争
は
激
し
さ
を
増
す
ば

か
り
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
世
の
中
の
様
々

な
課
題
が
錯
綜
し
複
雑
化
し
て
い
く
中
で
、

二
万
二
千
二
百
余
名
の
卒
業
生
の
方
々
の
各

界
で
の
ご
活
躍
や
、
Ｏ
Ｂ
講
話
、
教
育
振
興

基
金
等
の
母
校
へ
の
惜
し
み
な
い
人
的
、
物

的
ご
支
援
は
、
在
校
生
や
教
職
員
に
と
り
ま

し
て
大
変
心
強
く
且
つ
欠
か
す
こ
と
の
で
き

な
い
も
の
と
承
知
し
て
お
り
ま
す
。
倉
工
生

の
た
め
、
倉
工
の
発
展
の
た
め
、
大
変
微
力

で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
誠
心
誠
意
職
責
を
果

た
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
前
任
の
小
山
校

長
先
生
と
同
様
の
ご
支
援
、
ご
厚
誼
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、

北
辰
会
の
今
後
さ
ら
な
る
ご
発
展
を
心
よ
り

祈
念
し
転
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

昨
年
四
月
一
日
小
倉
工
業
高
等
学
校
の
教
頭
と
し
て
赴
任

し
、
本
年
四
月
一
日
若
松
高
等
学
校
に
転
任
い
た
し
ま
し
た
小

山
繁
（
し
げ
し
）
で
ご
ざ
い
ま
す
。
小
倉
工
業
在
任
中
は
、
同

窓
会
会
長
篭
原
裕
明
様
を
は
じ
め
同
窓
生
の
皆
様
に
一
方
な
ら

ぬ
ご
厚
情
を
賜
り
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。
わ

ず
か
一
年
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
輝
か
し
い
歴
史
と
伝
統
を
誇

る
小
倉
工
業
高
等
学
校
で
勤
務
で
き
ま
し
た
こ
と
は
、
私
の
人

生
の
財
産
と
な
り
、
今
は
誇
ら
し
い
気
持
が
私
の
心
を
満
た
し

て
お
り
ま
す
。
何
よ
り
も
各
地
区
同
窓
会
に
出
席
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
折
に
、
多
く
の
同
窓
生
の
皆
様
と
の
出
会
い
と
ご
支
援

を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
は
私
に
と
っ
て
今
後
の
人
生
の
支
え

と
も
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
こ
の
一
年
間
、
種
々
の
相
談
に
丁

寧
に
応
じ
て
く
だ
さ
り
解
決
に
導
い
て
く
だ
さ
っ
た
坂
田
事
務

局
長
様
に
も
、
こ
の
場
を
借
り
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

学
校
に
お
い
て
は
、
入
学
式
を
は
じ
め
と
し
て
、
す
べ
て
の

学
校
行
事
に
お
い
て
格
調

高
い
伝
統
が
引
き
継
が
れ

て
い
る
こ
と
を
目
の
当
た

り
に
し
て
、
そ
の
た
び
に

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
を

し
て
参
り
ま
し
た
。
毎
日
、

白
萩
の
丘
の
威
風
堂
々
た

る
門
を
く
ぐ
る
た
び
に
教
頭
と
し
て
の
職
責
の
重
さ
を
強
く
感

じ
て
過
ご
し
た
こ
と
も
今
と
な
っ
て
は
尊
い
経
験
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
一
年
間
、
全
力
を
尽
く
し
て
き
た
つ
も
り
で
は
あ
り

ま
す
が
、
行
き
届
か
ぬ
点
が
多
々
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
高
い

志
を
持
っ
た
優
秀
な
職
員
に
支
え
ら
れ
微
力
な
が
ら
倉
工
の
前

進
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

な
ん
と
い
い
ま
し
て
も
本
校
が
目
指
す
高
み
は
日
本
一
の
工

業
高
校
で
あ
り
、
生
徒
の
質
、
職
員
の
意
識
の
高
さ
、
さ
ら
に

同
窓
会
で
あ
る
北
辰
会
の
皆
様
が
そ
れ
を
実
現
さ
せ
る
大
き
な

存
在
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
同
窓
会
の
学
校
教

育
を
支
援
す
る
考
え
方
は
、
高
い
志
を
生
む
環
境
作
り
で
あ
り
、

世
界
的
視
野
を
持
っ
た
後
輩
を
育
成
す
る
と
い
う
強
い
意
志
が

生
徒
諸
君
に
伝
わ
っ
て
い
る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
支

援
の
中
に
も
ふ
ん
だ
ん
に
ち
り
ば
め
ら
れ
て
お
り
、
学
校
教
育

の
質
の
向
上
に
寄
与
し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

例
え
ば
、「
ア
メ
リ
カ
・
カ
ナ
ダ
高
校
生
海
外
研
修
」
や
「
日

本
の
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
養
成
塾
」
と
い
っ
た
日
本
各
地
の
ト
ッ

プ
校
の
生
徒
が
参
加
す
る
研
修
へ
の
参
加
に
物
心
両
面
の
支
援

を
頂
い
て
い
る
こ
と
を
始
め
と
し
て
、
教
育
活
動
全
般
の
あ
ら

ゆ
る
場
面
に
お
い
て
経
済
的
・
人
的
ご
支
援
を
頂
い
て
い
る
こ

と
は
、
国
内
に
数
あ
る
伝
統
校
の
中
で
も
例
を
見
な
い
レ
ベ
ル

で
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
倉
工
生
の
恵
ま
れ
た

教
育
環
境
を
北
辰
会
会
員
の
皆
様
が
支
え
て
お
り
、
こ
の
こ
と

が
、
倉
工
の
伝
統
を
支
え
る
最
大
の
強
み
で
あ
る
と
実
感
し
て

き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

小
倉
工
業
高
校
が
さ
ら
な
る
高
み
を
目
指
し
、
真
の
日
本
一

の
工
業
高
校
に
な
る
た
め
に
は
、
ま
だ
実
現
す
べ
き
課
題
は
多

く
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
今
の
実
力
か
ら
す
れ
ば
越
え
ら
れ
な

い
課
題
は
存
在
し
な
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
教
職
員
、
保
護

者
、
同
窓
会
が
力
を
合
わ
せ
て
生
徒
育
成
に
取
り
組
め
ば
必
ず

や
実
現
す
る
も
の
と
確
信

し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
私
事
で
は
あ

り
ま
す
が
冒
頭
に
申
し

上
げ
ま
し
た
と
お
り
、
平

成
二
十
八
年
四
月
一
日
を

も
っ
て
、
県
立
若
松
高
校

校
長
の
任
を
命
ぜ
ら
れ
、
同
日
着
任
い
た
し
ま
し
た
。
若
松
高

校
も
百
四
年
の
歴
史
を
有
す
る
学
校
で
あ
り
、
私
の
出
身
校
で

も
あ
り
ま
す
。
多
く
の
課
題
が
山
積
し
て
お
り
、
一
つ
ず
つ
も

つ
れ
た
ひ
も
を
ほ
ど
く
よ
う
に
解
決
し
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
の
糸
口
は
小
倉
工
業
高
校
に
在
職
し
た
経
験
に
あ
る
よ

う
な
気
が
し
ま
す
。
創
立
百
十
七
年
目
を
迎
え
、
未
だ
揺
る
ぎ

な
い
歴
史
と
伝
統
を
誇
る
学
校
と
し
て
君
臨
す
る
小
倉
工
業
高

校
の
存
在
を
手
本
と
し
て
、
学
校
経
営
に
携
わ
っ
て
参
ろ
う
と

思
い
ま
す
。
今
後
は
勤
務
校
で
あ
る
若
松
高
校
の
発
展
の
た
め

全
教
職
員
一
丸
と
な
っ
て
、
教
育
の
質
の
向
上
に
努
め
た
い
と

思
い
ま
す
。
今
後
と
も
こ
れ
ま
で
同
様
の
ご
鞭
撻
を
お
願
い
申

し
上
げ
る
と
と
も
に
、
小
倉
工
業
高
校
の
さ
ら
な
る
発
展
を
祈

念
い
た
し
ま
し
て
、
北
辰
会
の
皆
様
へ
の
お
別
れ
の
ご
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

北
辰
会
の
皆
様
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

倉
工
と
と
も
に

前
教
頭
　
小
山
　
繁
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昨
年
十
二
月
十
二
日
に
、
中
部
地
区
に
在
住

す
る
同
窓
有
志
に
よ
る
呼
び
か
け
で
、
中
部
・

東
海
地
区
の
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
部
の
記
録
で
は
開
校
以
来
、
初
め
て
の
懇

親
会
で
す
。
平
成
元
年
電
子
卒
の
友
尻
圭
さ
ん

を
中
心
に
、
有
志
の
方
々
の
協
力
で
準
備
が
行

わ
れ
、
当
日
は
昭
和
三
十
四
年
機
械
卒
の
南
潤

一
さ
ん
を
筆
頭
に
昭
和
、
平
成
の
同
窓
二
十
二

名
と
多
く
の
皆
さ
ん
に
参
加
頂
き
ま
し
た
。

　

母
校
卒
業
後
中
部
地
区
に
就
職
さ
れ
退
職
さ

れ
た
方
か
ら
、
お
勤
め
の
企
業
で
転
勤
を
し
な

が
ら
中
部
地
区
で
住
居
を
構
え
ら
れ
た
方
、
転

勤
な
ど
で
現
在
中
部
地
区
で
仕
事
を
さ
れ
て
い

る
方
、
若
手
で
は
昨
年
卒
業
の
同
窓
生
ま
で
参

加
さ
れ
、
思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
、
最
近
の

卒
業
生
に
よ
る
母
校
の
様
子
に
聞
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。

　

懇
親
会
が
盛
り
上
が
る
中
で
、
中
部
・
東
海

地
区
の
懇
親
会
を
来
年
以
降
も
続
け
、
支
部
結

成
に
持
っ
て
行
き
た
い
と
、
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
の
案
内
を
し
た
際
に
も
多
く
の

卒
業
生
か
ら
、
今
年
は
い
け
な
い
が
来
年
は
是

非
参
加
し
た
い
と
、
返
信
を
も
ら
っ
て
い
ま
す

の
で
、
平
成
二
十
八
年
度
は
更
に
多
く
の
参
加

が
期
待
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
活
動
が
楽
し

み
で
す
。
今
年
の
卒
業
生
の
就
職
で
は
中
部
地

区
が
一
番
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

中
部
東
海
地
区
に
お
住
ま
い
の
皆
さ
ん
、
お

勤
め
の
皆
さ
ん
、
今
年
の
秋
開
催
を
予
定
さ
れ

て
い
る
懇
親
会
に
是
非
参
加
下
さ
い
。

中
部
・
東
海
地
区
の

懇
親
会
開
催
！

日
本
の
未
来
を
担
う

「
倉
工
生
」
に
期
待

教
　
頭
　
石
津
　
勝
幸

　懇親会に先立ち、雅
がきょうかい

京会の皆様による、
笙
しょう

、篳
ひちりき

篥、龍
りゅうてき

笛等、古楽器が奏でる雅楽演
奏を予定しています。ゆっくりお楽しみ下
さい。

（　       ）
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【
退
職
】

▽
田
中　

誠
一
（
電
子
機
械
・
主
幹
教
諭
）

▽
甲
木　
　

知
（
保
健
体
育
）

▽
森
門
多
津
子
（
家
庭
）

▽
原
崎　

真
美
（
電
子
機
械
）

▽
下
川
美
佐
子
（
工
業
化
学
）

▽
木
村
美
恵
子
（
事
務
）

【
転
出
】

▽
小
山　
　

繁
（
教
頭
）
…
若
松
高
校
へ
（
校
長
）

▽
竹
森　

雅
治
（
事
務
次
長
）
…
小
倉
商
業
高
校
へ

▽
野
田　

賀
宣
（
数
学
・
主
幹
教
諭
）
…
小
倉
東
高
校
へ

▽
堀　
　

秀
暢
（
英
語
）
…
小
倉
南
高
校
（
定
時
）
へ

▽
宮
本　
　

侑
（
英
語
）
…
姫
浜
中
学
校
へ

▽
島
筒　

修
治
（
機
械
）
…
戸
畑
工
業
高
校
へ

▽
池
田　

佳
史
（
電
子
機
械
）
…
民
間
へ

▽
佐
藤　
　

博
（
電
子
）
…
佐
賀
大
へ

▽
権
藤　

公
章
（
工
業
化
学
）
…
戸
畑
工
業
高
校
へ

▽
新
田　

智
通
（
工
業
化
学
）
…
戸
畑
工
業
高
校
へ

▽
角　
　

良
浩
（
地
理
・
公
民
）
…
苅
田
工
業
高
校
へ

【
転
入
】

▽
石
津　

勝
幸
（
教
頭
）
…
福
岡
工
業
高
校
よ
り

▽
飛
松　

智
子
（
事
務
次
長
）
…
東
筑
高
校
よ
り

▽
金
子　

和
昭
（
事
務
）
…
京
都
高
校
よ
り

▽
福
本　

孝
子
（
事
務
）
…
北
九
州
高
校
よ
り

▽
坂
本　

順
司
（
書
道
）
…
鳥
取
県
立
青
谷
高
校
よ
り

▽
古
市　

隆
司
（
数
学
）
…
北
九
州
高
校
よ
り

▽
小
川　

多
恵
（
英
語
）
…
門
司
大
翔
館
高
校
よ
り

▽
吉
原　
　

隆
（
保
健
体
育
）
…
中
間
高
校
よ
り

▽
須
山　

善
胤
（
機
械
）
…
戸
畑
工
業
高
校
よ
り

▽
金
部　

栄
洋
（
機
械
）
…
戸
畑
工
業
高
校
よ
り

▽
村
上　

雅
俊
（
電
子
機
械
）
…
鞍
手
竜
徳
高
校
よ
り

▽
早
川　

一
樹
（
電
子
機
械
）
…
沼
中
学
校
よ
り

▽
牟
田　

拳
斗
（
電
子
機
械
）
…
新
卒

▽
前
田
孝
一
郎
（
電
気
）
…
新
規
採
用

▽
三
井　

鉄
平
（
工
業
化
学
）
…
新
卒

▽
岩
倉　

崇
真
（
電
子
機
械
）
…
新
潟
県
立
新
潟
県
央
工
業
高
校
よ
り

▽
佐
藤　

陽
祐
（
地
理
・
公
民
）
…
山
口
県
立
防
府
高
校
佐
波
分
校
よ
り

▽
杉
本　

志
穂
（
工
業
化
学
）
…
中
学
校
事
務
よ
り

陸
上
部

▼
第
９
回
世
界
ユ
ー
ス
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

　

コ
ロ
ン
ビ
ア
・
カ
リ

　

日
本
代
表

　

男
子
４
０
０
ｍ
Ｈ　

銀
メ
ダ
ル

　

藤
井
琉
成
（
電
子
３
年
）

▼
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
陸
上
競
技
大
会

　

和
歌
山
県

　

男
子
４
０
０
ｍ
Ｈ　

４
位

　

藤
井
琉
成
（
電
子
３
年
）

　

男
子
１
１
０
ｍ
Ｈ

　

藤
井
琉
成
（
電
子
３
年
）

　

清
水
滉
平
（
電
気
３
年
）

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

▼
平
成
27
年
度
福
岡
県
高
等
学
校
バ
レ
ー

　

ボ
ー
ル
新
人
大
会
北
部
ブ
ロ
ッ
ク
予
選
会

　

小
倉
工
業
２

－

０
京
都

　

小
倉
工
業
２

－

０
八
幡
工
業

ベ
ス
ト
８
入
り
確
定

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

▼
第
46
回
全
国
高
等
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト

　

ボ
ー
ル
選
抜
優
勝
大
会

　

小
倉
工
業
76

－
61
八
幡
南

　

小
倉
工
業
101

－

59
小
倉
南

　

小
倉
工
業
72

－

70
青
豊

　
〈
同
県
大
会
〉

　

小
倉
工
業
85

－

90
柳
川

空
手
道
部

▼
平
成
27
年
度
福
岡
県
高
等
学
校
空
手
道

　

新
人
大
会

　
《
男
子
個
人
組
手
》

　

第
７
位　

九
州
大
会
出
場

　

井
上
憂
人
（
機
系
１
年
）

野
球
部

▼�

第
97
回
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権

　

福
岡
大
会
北
部
予
選�

　
〈
一
回
戦
〉

　

小
倉
工
業
３

－

０
福
岡
魁
誠

　
〈
二
回
戦
〉

　

小
倉
工
業
８

－

４
須
恵

　
〈
三
回
戦
〉

　

小
倉
工
業
０

－

６
九
州
国
際
大
学
付
属

▼
第
２
回
北
九
州
市
内
高
校
一
年
生
野
球
大
会

　
〈
一
回
戦
〉�

　

小
倉
工
業
10

－

３
東
筑
紫

　
〈
二
回
戦
〉

　

小
倉
工
業
５

－

３
戸
畑

　
〈
三
回
戦
〉

　

小
倉
工
業
１

－

５
真
颯
館

サ
ッ
カ
ー
部

▼
平
成
27
年
度
福
岡
県
高
等
学
校
サ
ッ
カ
ー

　

新
人
大
会
北
部
ブ
ロ
ッ
ク
予
選
会

　
〈
一
部
リ
ー
グ　

Ｂ
パ
ー
ト
〉

　

小
倉
工
業
１

－

０
八
幡

　

小
倉
工
業
１

－

１
北
筑

　

小
倉
工
業
２

－

１
常
磐

　
〈
決
勝
〉

　

小
倉
工
業
０

－

５
希
望
が
丘

準
優
勝

卓
球
部

▼
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

　

卓
球
選
手
権
大
会

　

北
部
ブ
ロ
ッ
ク
予
選
会

　

団
体
戦　

５
位　

県
大
会
出
場

も
の
づ
く
り
部

▼
第
14
回
高
校
生
も
の
づ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト

　

福
岡
県
大
会

　

電
子
回
路
組
立
部
門

　

優
勝　

高
松
祥
洋
（
電
子
３
年
）

九
州
大
会
３
年
連
続
出
場

　

４
位　

井
澤
拓
海
（
機
械
３
年
）

　

化
学
分
析
部
門

　

優
勝　

林　

領
麿
（
工
業
化
学
３
年
）

　

２
位　

松
本
朋
之
（
工
業
化
学
３
年
）

　

平
成
二
十
八
年
一
月
三
十
一
日（
日
）

ウ
エ
ル
戸
畑
に
て
第
十
回
吹
奏
楽
部

定
期
演
奏
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

尚
、
次
回
は
平
成
二
十
九
年
二
月

四
日
（
土
）
に
は
第
十
一
回
定
期
演

奏
会
を
開
催
予
定
で
す
。

　

出
費
多
端
な
折
り
誠
に
恐
縮
で
は

ご
ざ
い
ま
す
が
、
今
後
と
も
北
辰
会

の
皆
様
に
は
ご
支
援
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　平成 28 年 10月８日（土）開催予定の小倉工業高校
体育大会をインターネットで生中継致します。
詳細は同窓会ホームページ、学校ホームページにて
お知らせ致します。

浅野�貴勇さん
　110周年記念体育大会より業務用機材等の提供及び
特別外部講師として本校放送部を指導しています。
　平成10年本校電子科卒業後、日本無線株式会社に
就職。その後、映像関係の専門学校へ進み撮影技術

会社に就職。現在は
株式会社プラス01を設
立し各種大型イベント
等で活躍され、本年度
もご協力を頂ける運び
となりました。

同窓会　http://hokus in .net/
学　校　http://kokura- th . fku .ed. jp/

創立117年  体育大会を世界へ!

教
職
員
の
異
動

学
校
だ
よ
り

　

去
る
五
月
二
日
（
月
） 

創
立
記
念
日
に
昭
和
三
十
一
年

卒
か
ら
平
成
二
十
六
年
卒
ま
で
の
卒
業
生
二
十
名
に
よ
る

Ｏ
Ｂ
講
話
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

生
徒
は
講
話
の
内
容
に
よ
り
事
前
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
希

望
す
る
講
話
を
申
し
込
み
興
味
深
く
受
講
し
ま
し
た
。

平
成
二
十
八
年
度
創
立
記
念
日

Ｏ
Ｂ
記
念
講
話

講
師
（
敬
称
略
）・
講
演
題
目

　

新
年
度
を
迎

え
、
今
年
も
北
辰

会
年
会
費
二
千

円
を
納
め
て
い
た

だ
く
時
期
と
な

り
ま
し
た
。

　

北
辰
会
活
動

の
礎
で
あ
る
年

会
費
は
健
全
な

運
営
を
維
持
す
る
上
で
最
も
重
要

な
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

昨
今
の
厳
し
い
経
済
状
況
の
な

か
で
納
入
実
績
は
残
念
乍
ら
年
々

落
ち
こ
ん
で
来
ま
し
た
。

　

こ
の
状
況
は
昭
和
二
十
年
代
か

ら
三
十
年
代
の
卒
業
生
が
年
々
減

少
し
て
い
く
事
が
一
番
の
原
因
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

同
窓
生
が
一
つ
に
ま
と
ま
り
、

北
辰
会
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
、
先
輩
諸
氏
が
築
い
て
き
た

倉
工
の
伝
統
と
歴
史
を
守
り
、
母

校
へ
の
支
援
を
続
け
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

北辰会費納入
のお願い

訃
報

田
中
誠
一
先
生
ご
逝
去

　

主
幹
教
諭
と

し
て
、
電
子
機

械
科
で
教
鞭
を

執
ら
れ
、
進

路
指
導
領
域
・

進
路
指
導
主
事
と
し
て
校
務
に
携

わ
っ
て
お
ら
れ
た
田
中
誠
一
先
生

が
、
年
末
よ
り
病
気
療
養
中
で
し

た
が
、
去
る
三
月
四
日
急
逝
さ
れ

ま
し
た
。

　

田
中
先
生
は
、
田
川
工
業
高
校

で
教
職
に
就
か
れ
、
同
校
が
近
隣

高
校
と
統
合
す
る
中
で
田
川
科
学

技
術
高
校
に
移
ら
れ
、
生
徒
思
い

の
工
業
教
育
の
第
一
人
者
で
あ
り
、

ロ
ボ
ッ
ト
教
育
で
は
福
岡
県
ナ
ン

バ
ー
ワ
ン
と
し
て
活
躍
、
ロ
ボ
ッ

ト
競
技
大
会
の
全
国
大
会
に
毎
年

出
場
さ
せ
る
指
導
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。

　

ま
た
、
校
長
を
支
え
る
重
要
な

校
務
に
も
熱
心
な
仕
事
ぶ
り
は
県

下
の
範
を
な
す
先
生
で
し
た
。

　

平
成
二
十
年
、
小
倉
工
業
高
校

に
赴
任
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
全
く
実

績
の
出
な
か
っ
た
本
校
の
ロ
ボ
ッ
ト

競
技
の
指
導
を
行
い
全
国
ベ
ス
ト

４
に
な
る
実
績
を
挙
げ
、
全
国
大

会
常
連
校
と
し
て
全
国
に
小
倉
工

業
高
校
の
名
を
挙
げ
て
き
ま
し
た
。

　

電
子
機
械
科
で
教
鞭
を
執
る
姿

は
、
匠
の
教
員
と
し
て
テ
レ
ビ
で

放
映
さ
れ
ま
し
た
。
又
、
も
の
づ

く
り
活
動
の
指
導
で
も
大
き
な
実

績
を
残
し
て
い
ま
す
。

　

主
幹
教
諭
と
し
て
校
務
の
要
を

務
め
、
野
球
部
長
と
し
て
も
生
徒

の
指
導
に
当
た
っ
て
き
ま
し
た
。

　

最
後
の
仕
事
は
進
路
指
導
主
事

と
し
て
、
昨
年
十
一
月
九
日
に
は

全
て
の
生
徒
の
就
職
を
内
定
さ
せ
、

県
下
一
の
実
績
を
示
し
ま
し
た
。

　

田
中
誠
一
先
生
の
素
晴
ら
し
い

教
育
活
動
は
、
日
本
を
代
表
す
る

教
師
と
し
て
、
平
成
二
十
三
年
度

に
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
け
ら

れ
ま
し
た
。

　

謹
ん
で
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
同
窓
の

皆
様
に
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

合
掌　

　

旋
盤
作
業
部
門

　

３
位　

植
村
大
治
（
電
子
機
械
３
年
）

　

電
気
工
事
部
門　

　

３
位　

安
森　

翔
（
電
気
３
年
）

▼
第
14
回
高
校
生
も
の
づ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト

　

九
州
大
会

　

電
子
回
路
組
立
部
門

　

５
位　

高
松
祥
洋
（
電
子
３
年
）

　

化
学
分
析
部
門

　

４
位　

林　

領
麿
（
工
業
化
学
３
年
）

井
本　

義
孝	

（
昭
和
29
年
機
械
卒
）

　

・
少
子
超
高
齢
社
会
を
ど
う
生
き
る
か

　
　

～
人
生
は
60
歳
か
ら
～

坂
田　
　

繁	

（
昭
和
31
年
工
化
卒
）

　

・
仕
事
に
打
ち
込
む　

社
会
に
役
立
つ

　
　

～
工
業
高
校
生
へ
の
期
待
～

野
見
山		

誠
一	

（
昭
和
36
年
電
気
卒
）

　

・
人
生
を
勝
ち
抜
く

有
松　

靖
之	

（
昭
和
37
年
機
工
卒
）

　

・
製
鉄
機
械
補
修
仕
上
工	

〝
技
の
誕
生
〟

森　
　

一
政	

（
昭
和
41
年
電
気
卒
）

　

・
北
九
州
市
の
水
道
と
国
際
貢
献

白
川　

真
澄	

（
昭
和
42
年
電
子
卒
）

　

・
電
子
回
路
の
ト
ラ
プ
ル
シ
ュ
ー
ト

池
松　

啓
樹	

（
昭
和
42
年
工
化
卒
）

　

・
エ
ン
ジ
ニ
ア
か
ら
営
業
へ
の

　
　

職
種
変
更
で
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
し
た
話

松
尾　
　

保	

（
昭
和
43
年
機
械
卒
）

　

・
人
身
の
交
通
事
故
に
お
け
る
救
済

竹
川　
　

均	

（
昭
和
49
年
機
械
卒
）

　

・
日
本
刀
を
通
し
て
見
る
日
本
の
文
化

福
井　

一
憲	

（
昭
和
50
年
機
械
卒
）

　

・
最
新
ボ
デ
ー
構
造
に
込
め
ら
れ
た

　
　

様
々
な
新
技
術

泉　

日
出
夫	

（
昭
和
61
年
機
械
卒
）

　

・
高
校
生
活
で
学
ん
だ
こ
と

野
村　

幸
司	

（
昭
和
63
年
工
化
卒
）

　

・
ス
ポ
ー
ツ
ト
レ
ー
ナ
ー
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
聞
こ
う

吉
田　

和
志	

（
昭
和
63
年
設
備
卒
）

　

・
花
火
（
仕
事
）
を
通
じ
て
学
ん
だ

　
　

私
の
人
生
観

西
岡　

清
隆	

（
平
成
２
年
工
化
卒
）

　

・
電
磁
波
に
つ
い
て

播
磨　
　

修	

（
平
成
４
年
電
子
卒
）

　

・
筋
肉
と
脳
と
心
に
つ
い
て

川
上　

正
喜	

（
平
成
10
年
電
子
卒
）

　

・
職
業
「
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
」
と
い
う
こ
と

野
口　

晃
平	

（
平
成
19
年
電
子
卒
）

　

・
世
界
一
の
レ
ー
ス
へ
の
挑
戦

野
﨑　

拓
帆	

（
平
成
20
年
設
備
卒
）

　

・
Ｓ
Ｋ
Ｙ	

Ｄ
の
開
発
に
つ
い
て

　
　

～
Ｓ
Ｋ
Ｙ	

Ｄ
と
は
! ?
Ｓ
Ｋ
Ｙ	

Ｄ

　
　
　
　

開
発
に
お
け
る
私
の
役
割
～

澄
川　

友
希	

（
平
成
21
年
子
機
卒
）

　

・
高
校
時
代
か
ら
入
社
４
年
目
に

　
　

お
け
る
、
物
事
の
考
え
方
の
違
い

河
津　
　

百	

（
平
成
26
年
工
化
卒
）

　

・
Ｃ
ａ
ｌ
ｌ
ｅ
ｎ
ｇ
ｅ
！	

～
技
能
五
輪
へ
の
道
～

吹
奏
楽
部
定
期
演
奏
会
へ
の

ご
協
力
を
感
謝
致
し
ま
す


